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　3月1日、深川市果樹協会ときたそらち果樹生産組合が「深川市桜桃剪定講習会」を
(株)はやし果樹園にて開催した。

➡記事の詳細は３ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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JAきたそらち精米施設
「精米HACCP」認定工場へ

　2月24日、当JA精米施設が道内の単位JAでは3例目となる「精米

HACCP（ハサップ）」の認定を受けた。「精米HACCP」は食品の安全確

保の国際基準であるHACCP手法に基づき工場の安全を確保し、品質管理、

衛生管理、汚染防御管理を行う総合工程管理の取り組みとなっている。

　同施設では、一昨年6月の運用開始時から「精米HACCP」認定を目指

しており、衛生管理や品質管理を徹底して行っている。またガラス張りの工

場内で製造工程を「見える化」し、工場内と区画された見学者通路により

いつでも視察の受け入れを可能にしたことで、産地精米の安心と衛生管理工

場による安全からなる「きたそらちのお米」を広くPRしてきた。

　2月4日と5日、（一社）日本精米工業会 技術部2名による精米施設の

ヒアリング審査と現場審査が実施され、その後、24日の同会の認定審査会

で審査内容が承認されたことを受け、同施設が「精米HACCP」の認定工

場となった。

　「精米HACCP」認定を取得することで、食品として安全が確保され、品質も確かな精米であることを表すため

の「HACCP認定マーク」を製造された精米の包装容器に表示することが可能となり、より安心・安全な施設で

精米されたお米であることを消費者にPRしていくことができる。

　柏木孝文組合長は3月22日に精米HACCPの認定書を受け取り、「精米HACCPの認定は施設の運用時から

ずっと目標にしており、念願が叶ったと同時に、やっとスタートラインに立てたという気持ち。今後も、安全・衛

生面に十分対応した精米施設と最新鋭の精米機を最大限に活用し、組合員所得のさらなる向上に繋げるとともに、

産地精米からなる安心・安全な「きたそらちのお米」を消費者の皆様に届けたい」と話す。

販売部販売部販売部販売部

青果部青果部青果部青果部

　北育ち元気村　花き生産組合の組合員圃場では、2月下旬より「スターチス・シヌアータ」の定植作業が

始まっている。

　同組合の野原利文さん（一已地区）は3月13日より定植作業を開始し、株径10㎝ほどに育った苗約

2,430株を5日かけて5棟のハウスに植え付けた。野原さんは「昨年と同時期に苗が納品され、定植に向け

てしっかりと育苗を行ってきた。定植作業も順調に進んでいる」

と話す。

　今年は、大雪により一部の組合員圃場で

定植の準備が停滞したが、その後の暖気に

よって融雪が進んだため、早い作型の定植

作業は順調に進んでいる。

【北空知広域連　冨田】

スターチス・シヌアータ　定植開始スターチス・シヌアータ　定植開始

（ⓒよい食P）
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深川市桜桃剪定講習会・
果樹防除講習会を開催

深川市桜桃剪定講習会・
果樹防除講習会を開催

　3月1日、深川市果樹協会ときたそらち果樹生産組合が、『深川市

桜桃剪定講習会』を(株)はやし果樹園にて、『果樹防除講習会』を

深川市中央公民館にて開催し、深川市内の果樹生産者約15名が参加

した。

　深川市桜桃剪定講習会では、同園の林宏明氏に桜桃の樹3本を実

際に剪定して頂き、「剪定に正解は無いが、将来を見据えて切ること

が大切」など経験談を交えながら講習して頂いた。

　また果樹防除講習会では、空知農業改良普及センター北空知支所

の専門普及指導員である桂川聡氏を講師に招き、りんごでは「黒星

病」、桜桃では「灰星病」の対処方法について詳しく説明頂いた。

　青果課の担当職員は「本年、大雪や凍害による被害の心配も多々

あるが、『果樹王国深川』として深川市の果樹振興に精一杯努めて参

りたい」と意気込む。

【青果課　植田】

　4月より営業時間が下記の通り変更となります。

直売所eciRからのお知らせ直売所eciRからのお知らせ

4月、5月の営業時間：9：00 ～18：00

青果部青果部青果部青果部

　3月12日、JAきたそらち青果・花き生産運営協議会が第21回通常総会を開催し、青果と花きの各生産

部会役員など30名が参加した。

　同協議会の本瀬修二会長（きたそらち胡瓜生産組合・組合長）は開会にあたり「昨年度はコロナの影響が

どのように出るのか手探りのスタートとなったが、巣ごもり需要などにより単価高の1年となった。本年度

も影響が懸念されるが、各生産組合が一丸となって、安心安全な作物を生産していきたい」と挨拶した。

　その後、令和２年度の集

荷販売実績や基本方針、振

興対策についての報告や、

令和３年度の活動計画など

が原案通り承認された。

【青果課　稲田】

青果・花き生産運営協議会

第21回通常総会を開催
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青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより

　3月8日、JAきたそらち青年部（西田展好部長）が営農学習会を開催した。本年度は、新型コロナウイル

スの感染拡大防止対策として、営農センターのほかに支部ごと計8拠点をWeb会議ツール「Zoom」で繋ぎ

リモートで実施した。

　西田部長は開会にあたり、「Zoomを使った学習会は新しい試

みで大変戸惑うこともあるが、今後もリモートや配信による学習

会を実施していきたい。コロナ禍で価格面において不安視するこ

ともあるが、今回の学習会で学んだ知識を日々の営農に活かし、

収量の確保に繋げていければ」と挨拶した。

　学習会では、講師に空知農業改良普及センター北空知支所の木

村高広専門主任を招き、「令和2年に発生が多かった病害虫とそ

の対策」、「水田遠隔自動ほ場水管理システムWATARASの紹介」

について講演頂いた。

　同部の中には、ラジヘリやラジボー等を使って地域の防除を

担っている部員もいるため、適切な防除の知識を習得でき、スマー

ト農業に向けた新しい選択肢を学ぶことができた講演となった。

また初のオンラインによる開催となったが、部員からの質問も多

く有意義な学習会となった。

【営農企画課　石野】

（ⓒよい食P）

　3月11日、当JA営農センターにて人材派遣会社合同説明会

が開催され、組合員6名、人材派遣会社3社が参加した。同説

明会は、組合員に人材確保の手段として人材派遣会社の活用を

検討し営農に活かしてほしいとの思いで実施した。

　説明会では、営農企画課職員が人材派遣についての法令や現

状などについて説明した後、参加した組合員は会社ごとのブー

スに分かれ、単価や農繁期時の状況などの説明を受けた。

　【営農企画課　石野】

当JAでは、人材確保に向けた取り組みとして「農業人材バンク」やマッチングアプリ「daywork」に

取り組んでおります。ご興味のある方は以下までお問い合わせください。

問い合わせ先：農業振興部営農企画課（TEL：0164-26-0134）

人材派遣会社による合同説明会を開催 農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部 営農学習会営農学習会営農学習会営農学習会
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JAきたそらち女性部

第21回 通常総会

　3月3日、JAきたそらち女性部（三谷好美部長）は、旭川厚生病院（森達也院長）へ深川産無菌米

飯と雨竜産・北竜産パックご飯、幌加内産そば乾麵を、各支部長からのお礼や励ましのメッセージと

共に寄贈した。

　この寄贈は、新型コロナウイルスの感染拡大によりひっ迫した医療体制から、粒粒辛苦のご尽力に

より再開することができた同院の医療従事者及び関係者の方々に、緊張感・焦燥感など精神的に負荷

がかかっている中で手軽に食べる事ができるパックご飯、栄養価の高いそばを食べていただき少しで

も心と体の健康に繋がればとの思いから実施した。

　本件にて、多くのJA組合員及びその家族の方々にとって同院の必要性を改めて感じていることを

伝えると、森院長からは「美味しそうな商品をありがとうございます。ご迷惑をおかけしましたが、

地域医療を守る場所として職員一丸となって今後とも取り組んで参ります」と心強いお言葉をいただ

いた。

【営農企画課　墓田】

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

JAきたそらち女性部 旭川厚生病院へパックご飯等を寄贈旭川厚生病院へパックご飯等を寄贈

　2月26日、JAきたそらち女性部（宮田浩子部長）の第21回通常総

会が開催され、本年は新型コロナウイルス感染症の防止対策として、急き

ょ書面による議決のみとし、下記の議案が原案通りに可決された。

　・議案第1号　令和2年度本部活動・経過報告並びに決算書の承認

　・議案第2号　令和3年度事業計画(案)並びに収支予算(案)の設定

　・議案第3号　令和3年度役員の選出の承認

　尚、新役員は右記の通り。

【営農企画課　墓田】

役　職 氏　　名 支　部

部 長 三
み

谷
たに

　好
よし

美
み

音 　 江

副部長 吉
よし

本
もと

　智
ちい

子
こ

雨 　 竜

副部長 花
はな

岡
おか

美
み

智
ち

子
こ

幌 加 内

理 事 吉
よし

澤
ざわ

　和
かず

代
よ

イチヤン

理 事 水
みず

野
の

かおり 納 　 内

理 事 遠
えん

藤
どう

ひろみ 多 度 志

監 事 林
はやし

　智
ち

恵
え

美
み

深 　 川

監 事 中
なか

村
むら

　裕
ひろ

世
よ

北 　 竜
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　2月26日、雨竜町水稲生産部会（沖田浩一

会長）が第3回通常総会を開催した。

　総会は、白川久純雨竜町副町長や空知農業改良普及センター北空知

支所など来賓を迎えた中での開催となり、今回は部会として初の役員

改選と新役員による挨拶が行われた。

　また、総会の前段に『令和2年度 雨竜町水稲生産部会共励会』が

行われ、個人の部、営農組合の部において、各表彰状が副会長の沖

田努氏より授与された。

　総会終了後の研修会では、空知農業改良普及センター北空知支所の普及指導員を講師に迎え、「昨年度の稲

作生育の振り返り」や「ケイ酸質資材および除草剤について」などの説明が行われた。

　尚、新役員および共励会表彰の受賞者は下記の通り。

【雨竜支所　佐野】

　3月12日、北竜ひまわりライス生産組合（北清直人組合

長）が第17回通常総会をJA北竜支所にて開催し、組合員

やJA役職員など約30名が出席した。

　北清組合長は開会挨拶の中で、低農薬栽培を確実に実践

するために行う水稲病害虫予察の予察員の方々に感謝を述

べた後、新型コロナウイルスの影響で遠方に赴いての米売り

が出来ないもどかしさや栽培基準の変更について話した。

　議事では令和2年度の事業活動経過報告および収支決算

報告などが原案通りに承認された。また、総会の前段とし

て共励会表彰が行われ、うるち米は営農組合の部・個人の

部、もち米は個人の部において受賞された組合員に北清組

合長から表彰状と記念品が授与された。

　総会後には、当JAの星野忠雄北竜支所長による「誰も

教えてくれないセーフティネットのお話」と題した講演会が

開催され、予想される危険や損害の発生に備えてナラシと

収入保険について詳細に説明を頂いた。

【北竜支所　尾崎】

第3回通常総会 開催第3回通常総会 開催
雨竜支所

北竜支所

雨竜町水稲生産部会雨竜町水稲生産部会

＜共励会表彰　受賞生産者＞
【個人の部】

最優秀賞　　遠藤　清明さん（西営農組合）

優 秀 賞　　遠藤　淳史さん（東栄営農組合）

優 良 賞　　武石　里昭さん（南盛営農組合）

奨 励 賞　　高島　智之さん（西営農組合）

奨 励 賞　　沖田　浩一さん（本牧営農組合）

【営農組合の部】

最優秀賞　　西営農組合

新役員名簿
役　職

会　長

副会長

副会長

会　計

理　事

監　事

監　事

氏　名

沖田　浩一

遠藤　清明

安部　直樹

野原　康文

野々宮健一

志部谷信治

吉本　昌史

所　属

コンビナート運営委員会

JA地区役員

営農組合長会

うりゅう米生産組合

clean food生産組合

ゆめぴりか生産組合

青年部雨竜支部

＜共励会表彰　受賞生産者＞
○うるち米

【個人部門】

最優秀賞　　北島　勝美さん（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　川島　直美さん（古作営農組合）

優 秀 賞　　中村　広治さん（美葉牛営農組合）

優 秀 賞　　高畑　克洋さん（板谷営農組合）

優 秀 賞　　杉本　克裕さん（三谷営農組合）

【営農組合部門】

最優秀賞　　板谷営農組合

優 秀 賞　　美葉牛営農組合

優 良 賞　　和営農組合

○もち米

【個人部門】

最優秀賞　　藤井　啓二さん（西川営農組合）

優 秀 賞　　澤田　正人さん（西川営農組合）

優 秀 賞　　岸本　博貴さん（西川営農組合）

北竜ひまわりライス生産組合北竜ひまわりライス生産組合北竜ひまわりライス生産組合北竜ひまわりライス生産組合

第17回通常総会第17回通常総会第17回通常総会第17回通常総会
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合格おめでとうございます合格おめでとうございます
資格認定試験に次の職員が合格いたしました。
【内部監査士】
岡部　慎一郎（金融共済部渉外課）

【営農指導員】
板見　秀二（深川支所深川米穀施設課）
渡部　翔也（販売部農産課）

　当JAの前会長理事である早崎優美氏（納内地区）が令和2年度北海道産

業貢献賞（農業関係功労者）を受賞した。本年度の表彰式は2月中旬に札幌

市で開催される予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

となり、3月10日、深川市役所にて空知総合振興局が実施する表彰状伝達式

が行われた。

　北海道産業貢献賞（農業関係功労者）は、北海道の農業・農村の振興発展

に永年にわたり貢献され、その功績が顕著な方々に授与されるものとなって

いる。早崎氏は、昭和60年以来、農協理事、専務、組合長として組合員の

経営安定と農協の健全な運営に努める中で、「農業振興を通じて地域社会へ貢

献する」ことを理念とし、実需者ニーズに対応した高品質な農産物の生産販

売を推進するとともに、農業後継者の研修体制整備や新規就農希望者の農業

技術習得の場となる法人を設立し、担い手の育成・確保に取り組むほか、全

道農業団体の役員を務めるなど、地域農業のみならず、北海道農業の振興に多大な貢献をした功績により、

今回の受賞に至った。

　この日は、空知総合振興局の竹田治人産業振興部長より表

彰状が伝達され、受賞した早崎氏は、「長い間、農協の組合

員や関係者の皆様はもとより、行政や団体など農業に携わる

関係者の皆様、市民の皆様のご協力とご支援により、今回の

受賞となった。皆様に感謝申し上げたい」と謝意を述べ、引

き続き山下貴史深川市長へ受賞を報告した。

　本年4月より、昨年11月に退職された竹田秀人氏の後任に工藤隆俊考査役

が営農指導技術員として赴任されました。工藤考査役におかれましては、主に

畑作を担当いたします。

早崎優美氏　北海道産業貢献賞を受賞早崎優美氏　北海道産業貢献賞を受賞

営農指導技術員のご紹介営農指導技術員のご紹介
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消
費
税
の
改
正
で
大
き
な

影
響
が
あ
る
の
が
、
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ

る
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
方
式
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）」

で
す
。
今
回
は
こ
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
内
容
と
農
業
者

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、

原
則
的
に
イ
ン
ボ
イ
ス
が
無

い
と
仕
入
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
制
度
で
す
。

　
仕
入
税
額
控
除
に
イ
ン
ボ

イ
ス
が
導
入
さ
れ
る
理
由
は
、

複
数
税
率
の
た
め
で
す
。
適

正
な
税
額
計
算
に
は
正
し
い

税
率
適
用
と
、
売
手
と
買
手

双
方
の
税
率
・
税
額
の
一
致

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
売
手
が
買
手

に
対
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
し
、
正
し
い
税
率
や
消
費

税
額
を
伝
え
る
制
度
と
な
る

の
で
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し
よ

う
と
す
る
課
税
事
業
者
は
、

所
轄
税
務
署
長
に
「
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
書
」
を
提
出
し
登
録
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登

録
の
申
請
は
令
和
３
年
10
月

１
日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
導
入
の
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
の
申
請
期
限

は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
（
法

人
新
設
・
個
人
新
規
開
業
を

除
く
）。

こ
の
登
録
申
請
書
は
課
税
事

業
者
し
か
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
免

税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
は

「
課
税
事
業
者
選
択
届
」
を
提

出
し
て
課
税
事
業
者
と
な
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
場

合
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
が
１
千
万
以
下
で
あ
っ
て

も
消
費
税
の
納
税
義
務
は
免

除
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
一
定
の

記
載
事
項
を
満
た
す
請
求
書
・

領
収
書
や
納
品
書
、
レ
シ
ー

ト
等
取
引
の
事
実
を
証
す
る

書
類
で
、
一
定
の
記
載
事
項

と
は
次
の
通
り
で
す
。

①
　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
登
録
番
号

②
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を

行
っ
た
年
月
日

③
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に

係
る
資
産
又
は
役
務
の

内
容
（
軽
減
税
率
対
象

で
あ
る
場
合
、
資
産
の

内
容
及
び
軽
減
対
象
資

産
の
譲
渡
等
で
あ
る
旨
）

④
　
税
率
ご
と
に
区
分
し
て

合
計
し
た
対
価
の
額
と

適
用
税
率

⑤
　
税
率
ご
と
に
区
分
し
た

消
費
税
額
等

⑥
　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
を

受
け
る
事
業
者
の
氏
名

又
は
名
称

　
な
お
、
不
特
定
多
数
の
者

を
相
手
と
す
る
小
売
業
・
飲

食
店
業
等
の
一
定
の
事
業
の

場
合
、⑥
の
相
手
先
の
氏
名
又

は
名
称
を
省
略
し
、
消
費
税

の
表
示
は
税
率
ご
と
に
区
分

し
た
消
費
税
額
又
は
適
用
税

率
を
記
載
し
た
簡
易
な
イ
ン

ボ
イ
ス
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　
登
録
を
受
け
た
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
は
相
手
の
求

め
に
応
じ
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
次
の
取
引

は
事
業
の
性
質
上
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

①
　
３
万
円
未
満
の
公
共
交

通
機
関
に
よ
る
旅
客
の

運
送

②
　
出
荷
者
等
が
卸
売
市
場

に
お
い
て
行
う
生
鮮
食

料
品
等
の
販
売

③
　
生
産
者
が
農
業
協
同
組

合
等
に
委
託
し
て
行
う

農
産
物
の
販
売
（
共
計

に
限
る
）

④
　
３
万
円
未
満
の
自
動
販

売
機
及
び
自
動
サ
ー
ビ

ス
機
に
よ
り
行
わ
れ
る

商
品
の
販
売
等

⑤
　
郵
便
ポ
ス
ト
に
差
し
出

さ
れ
た
郵
便
・
貨
物
サ

ー
ビ
ス

　
農
業
者
が
直
売
所
等
に
農

作
物
の
販
売
を
委
託
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
す
る
の
は
本
来
の
販

売
者
で
あ
る
委
託
者
で
す
が
、

受
託
者
が
委
託
者
に
代
わ
っ

て
委
託
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
す
（
代
理
交
付
）。
ま
た
、

次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
満

た
す
と
、
受
託
者
の
名
称
・

登
録
番
号
を
記
載
し
た
イ
ン

ボ
イ
ス
を
委
託
者
に
代
わ
っ

て
交
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
媒
介
者
交
付

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第4回第4回

消
費
税
改
正

　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
っ
て
な
に
？

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

 

と
は
？

 

イ
ン
ボ
イ
ス
の 
 

発
行
要
件

 

イ
ン
ボ
イ
ス
の 

 

記
載
事
項

特
例
）。

①
　
委
託
者
及
び
受
託
者
が

共
に
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
　
委
託
者
が
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
て
い
る
旨
を
、
取

引
前
ま
で
に
受
託
者
に

対
し
て
通
知
し
て
い
る

こ
と
。

　
こ
の
特
例
を
適
用
す
る
場

合
、
受
託
者
は
交
付
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
の
写
し
を
委
託
者

に
交
付
し
、
委
託
者
は
そ
れ

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

な
い
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
は
、
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
経

過
措
置
あ
り
、
後
述
）。

　
買
手
か
ら
す
る
と
仕
入
税

額
控
除
が
で
き
な
い
事
は
大

き
な
負
担
と
な
る
た
め
、
飲

食
店
等
の
業
者
と
直
接
取
引

し
て
い
る
農
業
者
は
イ
ン
ボ

イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
適

用
で
き
な
い
分
、
値
引
を
お

願
い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
直
売
店
も
課
税
事
業
者
で

あ
る
飲
食
店
が
仕
入
に
利
用

す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
や
は
り
イ
ン
ボ
イ
ス
の

影
響
は
免
れ
ま
せ
ん
。

　
未
登
録
な
ど
不
適
格
な
イ

ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
た
場
合
、

１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

以
下
の
罰
金
の
罰
則
が
あ
り

ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

６
年
間
は
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
以
外
の
仕
入
に
つ

い
て
一
部
仕
入
税
額
控
除
を

認
め
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　
前
半
３
年
間
は
80
％
、
後

半
３
年
間
は
50
％
の
仕
入
税

額
控
除
が
可
能
で
す
。
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消
費
税
の
改
正
で
大
き
な

影
響
が
あ
る
の
が
、
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ

る
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
方
式
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）」

で
す
。
今
回
は
こ
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
内
容
と
農
業
者

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、

原
則
的
に
イ
ン
ボ
イ
ス
が
無

い
と
仕
入
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
制
度
で
す
。

　
仕
入
税
額
控
除
に
イ
ン
ボ

イ
ス
が
導
入
さ
れ
る
理
由
は
、

複
数
税
率
の
た
め
で
す
。
適

正
な
税
額
計
算
に
は
正
し
い

税
率
適
用
と
、
売
手
と
買
手

双
方
の
税
率
・
税
額
の
一
致

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
売
手
が
買
手

に
対
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
し
、
正
し
い
税
率
や
消
費

税
額
を
伝
え
る
制
度
と
な
る

の
で
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し
よ

う
と
す
る
課
税
事
業
者
は
、

所
轄
税
務
署
長
に
「
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
書
」
を
提
出
し
登
録
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登

録
の
申
請
は
令
和
３
年
10
月

１
日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
導
入
の
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
の
申
請
期
限

は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
（
法

人
新
設
・
個
人
新
規
開
業
を

除
く
）。

こ
の
登
録
申
請
書
は
課
税
事

業
者
し
か
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
免

税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
は

「
課
税
事
業
者
選
択
届
」
を
提

出
し
て
課
税
事
業
者
と
な
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
場

合
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
が
１
千
万
以
下
で
あ
っ
て

も
消
費
税
の
納
税
義
務
は
免

除
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
一
定
の

記
載
事
項
を
満
た
す
請
求
書
・

領
収
書
や
納
品
書
、
レ
シ
ー

ト
等
取
引
の
事
実
を
証
す
る

書
類
で
、
一
定
の
記
載
事
項

と
は
次
の
通
り
で
す
。

①
　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
登
録
番
号

②
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を

行
っ
た
年
月
日

③
　
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に

係
る
資
産
又
は
役
務
の

内
容
（
軽
減
税
率
対
象

で
あ
る
場
合
、
資
産
の

内
容
及
び
軽
減
対
象
資

産
の
譲
渡
等
で
あ
る
旨
）

④
　
税
率
ご
と
に
区
分
し
て

合
計
し
た
対
価
の
額
と

適
用
税
率

⑤
　
税
率
ご
と
に
区
分
し
た

消
費
税
額
等

⑥
　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
を

受
け
る
事
業
者
の
氏
名

又
は
名
称

　
な
お
、
不
特
定
多
数
の
者

を
相
手
と
す
る
小
売
業
・
飲

食
店
業
等
の
一
定
の
事
業
の

場
合
、⑥
の
相
手
先
の
氏
名
又

は
名
称
を
省
略
し
、
消
費
税

の
表
示
は
税
率
ご
と
に
区
分

し
た
消
費
税
額
又
は
適
用
税

率
を
記
載
し
た
簡
易
な
イ
ン

ボ
イ
ス
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　
登
録
を
受
け
た
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
は
相
手
の
求

め
に
応
じ
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
次
の
取
引

は
事
業
の
性
質
上
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

①
　
３
万
円
未
満
の
公
共
交

通
機
関
に
よ
る
旅
客
の

運
送

②
　
出
荷
者
等
が
卸
売
市
場

に
お
い
て
行
う
生
鮮
食

料
品
等
の
販
売

③
　
生
産
者
が
農
業
協
同
組

合
等
に
委
託
し
て
行
う

農
産
物
の
販
売
（
共
計

に
限
る
）

④
　
３
万
円
未
満
の
自
動
販

売
機
及
び
自
動
サ
ー
ビ

ス
機
に
よ
り
行
わ
れ
る

商
品
の
販
売
等

⑤
　
郵
便
ポ
ス
ト
に
差
し
出

さ
れ
た
郵
便
・
貨
物
サ

ー
ビ
ス

　
農
業
者
が
直
売
所
等
に
農

作
物
の
販
売
を
委
託
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
す
る
の
は
本
来
の
販

売
者
で
あ
る
委
託
者
で
す
が
、

受
託
者
が
委
託
者
に
代
わ
っ

て
委
託
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
す
（
代
理
交
付
）。
ま
た
、

次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
満

た
す
と
、
受
託
者
の
名
称
・

登
録
番
号
を
記
載
し
た
イ
ン

ボ
イ
ス
を
委
託
者
に
代
わ
っ

て
交
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
媒
介
者
交
付

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

特
例
）。

①
　
委
託
者
及
び
受
託
者
が

共
に
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
　
委
託
者
が
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
て
い
る
旨
を
、
取

引
前
ま
で
に
受
託
者
に

対
し
て
通
知
し
て
い
る

こ
と
。

　
こ
の
特
例
を
適
用
す
る
場

合
、
受
託
者
は
交
付
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
の
写
し
を
委
託
者

に
交
付
し
、
委
託
者
は
そ
れ

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

な
い
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
は
、
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
経

過
措
置
あ
り
、
後
述
）。

　
買
手
か
ら
す
る
と
仕
入
税

額
控
除
が
で
き
な
い
事
は
大

き
な
負
担
と
な
る
た
め
、
飲

食
店
等
の
業
者
と
直
接
取
引

し
て
い
る
農
業
者
は
イ
ン
ボ

イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
適

用
で
き
な
い
分
、
値
引
を
お

願
い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
直
売
店
も
課
税
事
業
者
で

あ
る
飲
食
店
が
仕
入
に
利
用

す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
や
は
り
イ
ン
ボ
イ
ス
の

影
響
は
免
れ
ま
せ
ん
。

　
未
登
録
な
ど
不
適
格
な
イ

ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
た
場
合
、

１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

以
下
の
罰
金
の
罰
則
が
あ
り

ま
す
。

 

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行

 

が
免
除
さ
れ
る
場
合

 
直
売
所
等
へ
の
委
託

 
免
税
事
業
者
に
係
る
影
響

 

罰
則
に
つ
い
て

 

仕
入
税
額
控
除
の

 

経
過
措
置

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

６
年
間
は
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
以
外
の
仕
入
に
つ

い
て
一
部
仕
入
税
額
控
除
を

認
め
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　
前
半
３
年
間
は
80
％
、
後

半
３
年
間
は
50
％
の
仕
入
税

額
控
除
が
可
能
で
す
。
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

互
い
に
目
指
そ
う
！
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
！

　
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
い
う
と
プ
ロ
野
球
の
最
優
秀
選
手

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
、
少

し
勇
気
づ
け
の
意
味
も
兼
ね
て
別
の
観
点
か
ら

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
に
し
ば
れ
が
き
つ
か
っ
た
去
る
１
月
25

日
。
私
に
と
っ
て
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
ひ
と

区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン(

Ｍ)

は

使
命
と
か
任
務
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
一
昨
年
か

ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
貴
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
人
財

開
発
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担
い
、
企

画
に
対
す
る
助
言
や
講
義
等
で
携
わ
っ
て
き
た

「
サ
ム
ラ
イ
塾｣

の
修
了
式
を
無
事
に
終
え
た
か

ら
で
す
。
そ
の
日
は
塾
長
の
岩
田
清
正
専
務
を

は
じ
め
組
合
長
や
常
勤
役
員
、
各
部
長
の
皆
さ

ん
方
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
成
果
と
し
て
「
食
農
教
育
事
業｣
を
テ
ー
マ

に
し
た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
塾
生
は
若
手
主

査
の
７
人
。
そ
れ
で
私
は
よ
く
「
７
人
の
サ
ム

ラ
イ｣

と
称
し
て
い
た
の
で
す
が
、各
人
、結
構
、

個
性
的
な
人
の
集
ま
り
で(

そ
れ
が
ま
た
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す)

、
し
か
も
部
署
や

思
い
が
異
な
り
、
こ
う
し
て
一
つ
の
テ
ー
マ
に

た
ど
り
つ
く
の
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
互

い
に
共
通
す
る
精
一
杯
の
最
大
公
約
数
的
な
落

と
し
所
と
し
て
行
き
つ
い
た
の
が
こ
の
タ
イ
ト

ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
の
欲

目
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
忙

し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
業
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て

作
ら
れ
た
努
力
の
結
晶
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
、
将

来
に
向
け
た
子
供
達
に
農
業
応
援
団
と
し
て
種

を
ま
く
意
味
で
も
、
学
校
現
場
を
上
手
に
巻
き

込
み
な
が
ら
、
関
係
す
る
組
合
員
の
方
々
の
協

力
も
得
て
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
そ
し
て
「
わ
が
管
内
に
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

あ
り
」…

そ
の
価
値
が
よ
り
高
め
ら
れ
た
ら
な

ん
と
素
敵
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
発
表
後
、
各
人
が
修
了
す

る
に
当
た
っ
て
の
感
想
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
大

半
が
「
気
づ
き
が
あ
り
、
自
分
磨
き
の
よ
い
機

会
を
与
え
て
く
れ
た｣

と
い
う
感
謝
の
言
葉
で

し
た
。
中
に
は
聞
い
て
い
る
私
も
、
ど
こ
か
で

目
が
潤
む
感
動
が
あ
っ
た
り
し
て
、
こ
の
事
業

に
携
わ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
存
じ
て
お

り
ま
す
。
塾
生
同
様
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
久

し
ぶ
り
に
達
成
感
を
味
わ
え
た
ひ
と
時
で
も
あ

り
、
こ
う
し
た
頼
も
し
い
７
人
の
サ
ム
ラ
イ
に

講
義
が
出
来
た
喜
び
と
、
そ
の
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
下
さ
っ
た
貴
Ｊ
Ａ
に
改
め
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
さ
て
、
次
は
Ｖ
で
す
が
、
こ
れ
は
バ
リ
ュ
ー

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
一
般
的
に
は
価
値
観
と

か
品
質
な
ど
と
訳
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
互
い
に

Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
価
値
観
を
し
っ
か
り
と
持

ち
、
よ
り
高
い
質
の
仕
事
が
提
供
出
来
る
一
人

ひ
と
り
で
あ
り
た
い…

そ
ん
な
思
い
を
持
ち
、

そ
の
先
頭
に
な
り
旗
振
り
役
を
し
て
く
れ
る
と

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
の
Ｐ
は
プ
ラ
イ
ド
で
す
。
こ
れ
は
信
念

や
誇
り
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。
ど
ん
な
に
高
い

知
識
や
技
術
等
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
が

な
け
れ
ば
も
ろ
く
も
崩
れ
、
せ
っ
か
く
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
能
力
も
無
用
の
長
物
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
以
上
、３
点
が
こ
こ
で
い
う「
Ｍ
Ｖ
Ｐ｣

で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
と
な
る
と
、
少
な
く
て

も
経
営
者
や
、
部
下
な
ど
を
持
つ
身
に
な
っ
た

と
し
た
ら
、
部
下
に
対
し
「
ど
の
よ
う
な
使
命
」

を
与
え｣

「
必
要
な
価
値
観
を
示
し｣
「
ど
う
信
念

ま
で
結
び
つ
け
て
い
く
か｣…

非
常
に
問
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
塾
生
も
そ
う
で
す
が
、
講
師
と
し

て
携
わ
っ
た
私
も
「
サ
ム
ラ
イ
塾｣

に
苦
労
し

な
が
ら
も
こ
の
間
、
ど
こ
か
で
燃
え
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

も
の
で
す
。

　
で
も
、
仮
に
こ
う
し
て
一
段
落
し
肩
の
荷
が

お
り
、
修
了
式
を
機
に
そ
れ
が
下
が
っ
た
と
し

た
ら
問
題
で
す
。
サ
ム
ラ
イ
塾
の
本
来
の
目
的

は
、
塾
で
学
ぶ
の
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
切
り
拓
く
な
ど
、
よ
り
崇
高
な
目

的
が
そ
こ
に
は
あ
る
か
ら
で
す
。
サ
ム
ラ
イ
塾

は
そ
れ
に
向
け
た
単
な
る
一
里
塚
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
高
い
目
標
を
継
続
し
、
俗
に
い

う
「
こ
れ
が
私
の
天
職｣

と
思
う
気
持
ち
に
な

る
の
を
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
い
ま
す
。
出
来

れ
ば
自
ら
は
も
と
よ
り
、
周
り
に
対
し
て
も
そ

れ
を
引
き
出
す
サ
ム
ラ
イ
と
な
り
、
挑
戦
を
す

る
風
土
を
育
む
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
着
実
に
そ
の
階
段
を
登

り
つ
つ
あ
る｣

と
門
外
漢
な
が
ら
固
く
信
じ
、

実
感
し
て
い
る
私
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
号
は
こ
ん
な
言
葉
で
し
め
た
い

と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
サ
ム
ラ
イ
塾
に
お
い
て
、

あ
る
い
は
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
体
系
だ
っ
た

研
修
で
あ
る
「
自
分
塾｣

等
に
お
け
る
私
の
講

師
と
し
て
の
基
本
的
姿
勢
で
も
あ
り
ま
す
。

　
人
は
関
係
性
の
中
に
生
き
、

　
人
は
関
係
性
の
中
で
生
か
さ
れ
、

　
人
は
関
係
性
の
中
で
こ
そ
磨
か
れ
る

　
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
は
「
も
う
１
人
の
サ
ム
ラ

イ
を
作
れ
る｣

、
今
流
の
言
葉
で
い
う
と
「
リ

ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
人
で
あ
れ｣

と
い
う
こ
と
を

望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
確
か
、
こ
の
考
え
方
は

Ｊ
Ａ
の
よ
う
な
協
同
組
合
組
織
に
お
い
て
も
極

め
て
重
要
で
、
ま
さ
に
経
営
理
念
の
「
農
業
振

興
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る｣

姿
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　
な
お
私
が
心
残
り
な
の
は
、
昨
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
禍
で
サ
ム
ラ
イ
の
方
々
と
は
と
う
と
う
会

食
の
機
会
を
一
度
も
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
互
い
に
気
に
せ

ず
持
て
る…

そ
ん
な
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

を
祈
り
つ
つ
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第13回第13回
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退　職　者退　職　者退　職　者 長い間大変ご苦労様でした長い間大変ご苦労様でした長い間大変ご苦労様でした
（令和３年3月31日付）

幌加内支所
中川　鉱一

北竜支所
星野　忠雄

経済部 雨竜資材課
田中　正之

北竜支所 営農課
渡辺　　巌

　星野忠雄さんは旧イチヤン農協に奉職以来38年、中川鉱一さんは旧深川市農協に奉職以来37年、田
中正之さんは旧音江町農協に奉職以来38年、渡辺巌さんは旧北竜町農協に奉職以来37年、茂泉真由美
さんは旧納内農協に奉職以来42年、斉藤利満さんは旧北竜町農協に奉職以来42年、相原明治さんは旧
雨竜町農協に奉職以来28年ご勤務いただきました。長い間大変ご苦労様でした。
　なお、星野さんは北竜支所営農課、斉藤さん、相原さんは青果部青果課にて、再雇用となります。

組合員の動き
（令和３年２月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,335
91

5,702
274
953

当月末
10
0
8
0
8

脱退
6
0
7
0
2

加入
1,339
91

5,703
274
959

当期首

青果部 青果課
斉藤　利満

金融共済納内支所
茂泉　真由美

青果部 青果課
相原　明治

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和３年2月実績

計画対比

前年対比

23,934kWh 発電電力

○累計（R２.12～R３.２）

45,177kWh
＋12,972kWh

△9,949kWh

計画対比

前年対比

＋13,586kWh

△23,489kWh

大変ご苦労様でした大変ご苦労様でした大変ご苦労様でした
（令和３年１月31日付）

◆経済部 燃料課 松本　拓馬
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監　　事　　会

常　務　大久保浩隆
（金融共済担当常務）

常　務　中野　隆之

組合長　柏木　孝文

専　務　岩田　清正

企 画 会 議
代表監事　赤川　光男

常勤監事　近藤　英人
（総務営農経済担当常務）

総　　代　　会
理　　事　　会

監

　査

　室

金
融
共
済
部

●
部
長

　井
上

　正
恵

○
次
長

　伊
藤

　
　強

○
課
長
　盛
本

　隆
一

 

　△
佐
藤
美
代
子

　△
髙
桑

　
　慈

　
　山
田

　千
尋

　
　阪
井

　知
世

　
　辻

　
　彩
瞳

　※
古
川

　そ
ら

　△
白
井

　恵
子

　△
小
松

　
　努

　△
山
田

　雄
樹

　
　戸
嶋

　凌
太

　△
飯
沼
美
智
子

　
　岡
部
慎
一
郎

　
　上
埜

　祐
輝

　
　安
藤

　理
沙

　※
千
石

　倖
輔

貯

　金

　課

☆
課
長

　伊
藤

　
　強

融

　資

　課

◇
課
長

　佐
々
木
正
博

渉

　外

　課

◇
課
長

　山
田

　慈
章

　△
江
郷

　逸
人

　
　大
塚

　千
尋

　
　白
峰
未
来
彩

　
　平
原

　和
泉

　■
藤
井

　泰
代

　■
石
田

　夕
美

共

　済

　課
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　株式会社コンサドーレとＪＡグループ北海道は、平成19 年に相互協力協定を締結しておりましたが、協定
の締結から10 年以上経過しており、世の中を取り巻く情勢が大きく変化していること、また北海道コンサドー
レ札幌がクラブ創立 25周年を迎えることから、SDGsを基本方針とし食農教育・社会
貢献活動をさらに発展させ活動していくことを目的として、新たに連携協定を締結いた
しました。
　これまでは、北海道コンサドーレ札幌の選手やサポーターが播種・収穫作業をする「コ
ンサ・土・農園 (コンサ・ド・ファーム )」の開園や、選手やコーチが「みんなのよい食
ＪＡ親善大使」に就任し農業や食について勉強も行うサッカー教室など、食育をはじめ
スポーツ文化の発展や地域づくり、地域発展などの各分野で協力を深めてまいりました
が、今後はこれらの活動をより一層強化してまいります。
　令和 3年度の北海道コンサドーレ札幌との連携活動は、アグリアクション北海道の取
り組みとして位置づけ、実施してまいります。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　新型コロナウイルスの影響から、窓口でのサービ
ス提供をご心配されるお客様もいらっしゃるため、Ｊ
Ａバンクではインターネットを利用したお取引をおす
すめしています。令和３年２月からは、インターネッ
トで「ＪＡネットバンク」の利用申し込みができるよ
うになり、ご登録の翌日よりご利用いただけます。
　「ＪＡネットバンク」は、窓口やＡＴＭに行かなくて
も、スマホやパソコンから、ほぼ24時間、残高の
確認やお振込みができるので大変便利です。また、
他にもマイカーローンや教育ローンなどもインター
ネットからお申込みできますので是非ご利用ください！

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では、４月よりスマホのアプリとして『Ｊ
Ａ共済アプリ』を展開します。アプリを起点として
お客様が加入している契約内容を確認したり、コロ
ナ禍で非対面のニーズが高まっているなか、ＪＡ窓
口に行かなくても住所や電話番号などの変更手続
ができたり、「いえ」・「くるま」の共済で事故があっ
た際に事故の報告ができるようになります。
　デジタル技術を活用し、お客様の利便性の向上
や非対面ニーズに対して今後も引き続き取り組んで
まいります。

ホクレン
　ホクレンは、新型コロナウイルス感染症の対応で
奮闘を続けているＪＡ北海道厚生連の医療従事者
ら約 5300人に、感謝と慰労の気持ちを伝えよう
と、北海道産農畜産物を原料にしているパックごは
ん、牛乳、菓子などの支援物資を贈りました。畠山
良一副会長が3月9日、
同厚生連を訪れ、対応し
た中瀨省会長、西川孝範
副会長、札幌厚生病院
の宮崎淳子看護部長に目
録を手渡しました。

ＪＡ北海道厚生連
　本会では、組合員ならびに地域住民の皆様への情
報発信として、公式Twitter の運用を行っております。
今月は旭川厚生看護専門学校の卒業式の様子をご案
内いたしました。医療や看護を取り巻く状況は厳しい
局面にありますが、77名の卒業生の未来が輝かしい
ものであることを願います。今後とも皆様へ有益な情
報を発信できるよう努めてまいりますので、下記QR
コードより当アカ
ウントのフォロー
登録を宜しくお願
いいたします。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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令和3年3月：ＪＡ北海道中央会協同活動推進室令和3年3月：ＪＡ北海道中央会協同活動推進室

「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」

〇「協同組合ネット北海道」は、事務局会議において、地域づくりの具体的な取り組みとして、「こ
ども食堂北海道ネットワーク」への支援を確認し、令和3年度事業計画に反映する方針です。
〇こども食堂の社会的認識度が高まり、個人および一般企業等からの支援が増加してきております。
〇現在、道内には、約200のこども食堂が運営されていますが、このうち76のこども食堂が北海
道ネットワークの会員となっています。
〇「こども食堂北海道ネットワーク」の事務局は、北海道生協連が担当しておりますが、立ち上げ
支援や個人・企業等からの支援の受付と会員への配分、食材提供、居場所づくりの取り組み、
学習活動支援等、人的にも金銭的にも負担が増加してきております。
〇「協同組合ネット北海道」では、「こども食堂北海道ネットワーク」への支援を通じて、道内の
こども食堂への支援の一助となるよう、学習活動や食材の提供等の支援を図るべく具体的な取
り組みを検討しています。
〇既に地元のこども食堂への支援活動を実施されているJAもございますが、全道的にこども食堂
の支援の輪が広がりますよう、今後、できる事から地元の関係機関等と連携を図り、各JAに
おきましても積極的に支援の在り方についてご検討いただければ幸いであります。

「こども食堂北海道ネットワーク」への支援に向けて

〇令和2年度事業計画にもとづき、公開講演会を令和3年1月20日(水)に実施致しました。コロ
ナ禍のなかで、オンラインによる講演会に切り替え、講師の金子勝氏には、リモートで東京か
らの講演をお願いしました。初めてのオンライン講演会の不安もありましたが、なんとか盛会裏
に終わることができました。
〇講演会の概要は、次のとおりです。
　①講師：金子　勝　氏（慶應義塾大学名誉教授・立教大学大学院特認教授）
　②テーマ：「世界と日本の変化と私たちの暮らしへの影響」～協同組合への期待～
　③参加者数：登録者数317名、視聴者数280名、講演アンケート回収状況79件
　④感想：１）オンライン講演会は参加しやすく聞きやすかった。２）次回もオンラインで開催希望。

３）講師の話がとても分かり易かった。４）講演内容の地域分散型ネットワーク社会
の構築に向けて協同組合の役割・期待は大きく元気をいただいた。５）今日の日本経
済の現況が良く解った。６）協同組合ネット北海道の存在を初めて知った。活動に期
待する。など好意的な意見を多くいただきました。

〇次年度に向けて、参加者の方のご意見、運営上の課題整理・講師選定・運営方法など令和3
年度の講演会の有益な開催に向けて検討してまいります。

協同組合ネット北海道主催「公開講演会」実施報告

第2号第2号
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＊構成18団体は、北海道農業協同組合中央会、北海道信用農業協同組合連
合会、ホクレン農業協同組合連合会、北海道厚生農業協同組合連合会、全
国共済農業協同組合連合会北海道本部、北海道漁業協同組合連合会、北
海道信用漁業協同組合連合会、北海道森林組合連合会、北海道生活協同
組合連合会、生活協同組合コープさっぽろ、生活協同組合連合会大学生協
事業連合、北海道労働金庫、ワーカーズコープ連合会センター事業団北海
道事業本部、こくみん共済coop北海道推進本部、北海道報徳社、北海道
大学大学院農学研究院、北海道農業ジャーナリストの会(オブザーバー )、日
本協同組合連携機構(オブザーバー)で構成。

（太字の組織は、事務局8団体）

〇コロナ禍にあって、困窮する若者・学生を応援するため、一人暮らしの学生に米をベースにレト
ルト食品、缶詰など日持ちのする食材をセットに配布する活動が、連合北海道、北海道労福協、
北海道生協連などの団体で構成された「ほっかいどう若者応援プロジェクト」に協同組合ネット
北海道も協賛・協力団体として参加することとしました。
〇第1弾の支援は、2月9日、10日に北海道大学の学生1000名を対象に食材を配布しました。
〇第2弾の支援は、5月連休明けに道内大学の学生を対象に実施予定です。（北大を除く大学生
協のある12大学）
〇大学と交流のあるJAにおかれましても、コロナ禍で困窮する若者・学生への応援について、検
討していただければ幸いです。
＜大学生協のある北大以外の12大学＞
・室蘭工業大学、北見工業大学、小樽商科大学、北海道教育大学(札幌、旭川、釧路、函館、
岩見沢)、帯広畜産大学、北海学園大学、北星学園大学、札幌学院大学、酪農学園大学、札幌大学、
はこだて未来大学、釧路公立大学。

「ほっかいどう若者応援プロジェクト」支援事業への協賛

〇昨年12月4日に成立された「労働者協同組合法」は、組合員自らが出資し、経営に携わり、
事業に従事する「協同労働」という新たな仕組みに法人格を認め、多様な就労機会の創出や
地域課題の解決を目指すものであります。
〇この法律の意味や意義について、広く社会に周知する場として、日本労働者協同組合連合会(ワー
カーズコープ)センター事業団北海道事業本部が中心となり、実行委員会方式で4月下旬に「労
働者協同組合法」法制化記念フォーラムが開催される予定にあります。
〇協同組合ネット北海道として、新たな協同組合の仲間として連帯を検討してまいります。

「労働者協同組合法」法制化記念フォーラムの開催
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

三月俳句三月俳句三月俳句

2月号の正解は
「エホウマキ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　小島　正喜　様
深 川 市　　森下恵美子　様
雨 竜 町　　西谷　咲子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3
4

5

9

10

11

12

13

14

世界三大珍味の一つ、アヒル
やガチョウの肝臓
点数を減らすこと、⇔加点
需要に対して商品の供給が不
足していること、品切れ
集まること、集まったまとま
り、「身内の○○○○」
見習うべきもの、手本、「○
○○解答」
ある歌を旋律はそのままにし
て歌詞だけ替えて歌うもの
いつも癖のように言う言葉、
決まり文句
海中に生えている草や藻のよ
うな植物
映画やテレビで、説明やセリ
フを文字で表したもの
「閑さや岩にしみ入る○○の
声」

1

4

5

6
7

8

10

13

15
16

17

花のおしべの先で作られる細か
い粉
ワラビやゼンマイなど、葉は羽
状で胞子によって増える植物

「○○植物」
携帯電話やラジオなどの電波を
送受信するもの
あさっての次の日
体ばかりが大きくて役立たずな
もの、「○○の大木」
氷河期に地球上に住んでいたゾ
ウの一種
糸やぜんまいなどを利用して物
を動かす自動装置、「○○○○
人形」
人がこの世に生きていくこと、
人の生涯
幼児を乗せる4輪の手押し車
蒸した大豆に麹と塩を混ぜて、
発酵させて作った調味料
借金など、支払う金が多くてや
りくりがつかないこと「○○が
回らない」

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切4月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和３年6月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２．監査結果概要報告について
３．組合員の加入脱退について
４．営農懇談会開催日程について
５．第21回通常総代会議長について
６．役員報酬審議会の答申について
７．令和2年度 決算資産自己査定結果について
８．固定資産の修繕について
９．反社会的勢力との取引状況について
10．第4四半期コンプライアンス事故報告について
11．職員の人事及び業務事故について
12．貸出金の貸付報告について
13．金融ADR制度に係る相談・苦情等対応状況の定

期報告について
14．共済 相談・苦情等対応状況について
15．令和3年産米の「生産の目安」の取組状況について
16．経営継続補助金（2次公募）の採択結果について

17．令和2年度補正 新市場開拓に向けた水田リノ
ベーション事業の申請状況について

18．令和2年度 強い農業・担い手づくり総合支援事
業の採択結果について

19．令和2年度補正 担い手確保・経営強化支援事業
の採択結果について

20．令和2年度 農業教育振興基金の収支報告について
21．令和2年度 新規就農者受け入れ対策助成金の支

払実績について
22．国営農地再編整備事業（深川音江地区）について
23．令和1年度 うるち米の精算内容について
24．北海道米の評価に係るデータについて
25．コンタミ・ドリフト発生防止及びバルサンの使

用中止について
26．青果・花き集荷販売実績について
27．令和2年度道の駅直売実績について
28．経済部事業実績について

１．役員賠償責任保険、身元信用保険及び個人情報賠
償責任保険について

議案第１号　北海道常例検査に対する回答について
議案第２号　令和2年度事業決算及び剰余金処分案に

ついて
議案第３号　共済規程の一部変更について
議案第４号　貸出金利率の最高限度及び信用供与の最

高限度額の設定について

議案第５号　投資信託取扱業務の廃止に伴う定款等
の一部変更について

議案第６号　理事者に対する貸出事前承認について
議案第７号　貸出金の貸付決定について
議案第８号　令和2年産 米違約金ついて

提
出
議
案
協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第１回理事会 〈令和３年３月１日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．令和2年度 出資増口結果について
２．令和2年度第4四半期 内部統制及びリスク管理

の取組状況について
３．太陽光発電 収支報告について
４．営農懇談会の出役予定について
５．名誉組合員の推戴について
６．クミカン要精算額の処理状況について
７．再建組合員及び準指導組合員の選定について
８．クミカン貸越極度額の設定及び信用評価と対処方

針について＜一般組合員＞

９．令和2年度不良債権処理方針に基づく回収状況
について

10．令和2年度 農畜産物販売実績及び交付金等を含
む収入実績について

11．令和3年度空知管内水稲等作付意向調査概要
（R3年1月末）について

12．日本郵便(株) 重量ゆうパック請求に係る経過
と今後の取組について

13．きたそらちそば生産組織設立に係る経過と今後
の取組について（案）

１．令和3年度不良債権の処理方針について ２．クミカン貸越極度額の設定及び信用評価と対処
方針について＜再建組合員＞

議案第１号　令和3年度事業計画の設定について
議案第２号　令和3年度 固定資産取得・処分・修繕に

ついて
議案第３号　第21回通常総代会提出議案について
議案第４号　定款の一部変更について
議案第５号　規約の一部変更について
議案第６号　総代選挙規程の一部変更について
議案第７号　令和3年度 役員報酬の支給について
議案第８号　退任役員に対する退職慰労金の支給つい

て

議案第９号　貸出金の貸付決定について
議案第10号　営農センター増築工事に係る請負業者

の選定について
議案第11号　ホクレンショップイチヤン店の改修工

事の実施について
議案第12号　令和3年度 賦課金の賦課及び徴収方法

について
議案第13号　系統外販売取引契約について
議案第14号　令和3年度 青果・花き生産振興対策に

ついて
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第２回理事会 〈令和３年３月８日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

※今月の新風、健康百科は休載いたします。（19） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



ホクレンからのお知らせ
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